






5.要約 

184 例の人工妊娠中絶例及び流産例に染色体分析目的にて培養法と同時に Tapping 法なる

直接法を用いて分析を行ない,培養不成功例中 32 例中 18 例の分析が可能であり,その中 3

例に染色体異常を認めた。従って今後この方法が培養不可能流産例の分析に有効な手段と

思われた。 


